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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
・節約委員会より
今月は、先月と同様に、北病棟での指摘箇所はありません。しかし、職員休憩室の電気や換気扇がついたままの状態でした。休憩を取り終わったら、暖房・電気の消し忘れがないか、１人１人が気をつけていき、準夜・深夜スタッフも使用後再度点検する様に周知しましょう。
・労働協定等の職員代表として、推薦を受けた職員につきまして、信任投票を下記日程で実施致します。
日　　時 ：平成22年3月15日（月）～3月19日（金）
投 票 者 ：正職員全員が対象となります。
　　　　　棄権は認められませんので、必ず投票して下さい。
投票方法：記名式で『信任』『不信任』のどちらかに○を付けて投票箱へ入れて下さい。
職員代表：①青南病院、青山荘、青風荘職員　⇒　藤原英佳さん
　※投票用紙をお間違えないよう、確認の上投票して下さい。
・日常生活支援より　

日常生活の能力の点数表に3月分点数と評価を4／10迄に記入して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
・診療情報管理委員会より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　カルテの後に挟まっているカルテチェック表を、年度末として締める為に3月末

迄にはサインとチェックして下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　＜患者様の連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・小泉　康政様～今日から2泊3日の外泊に行かれています。今後の退院日を外泊中にご家族と話しあってくるとの事です。また、八戸赤十字病院へ受診しているので、帰院後、受診の結果と共にご家族から退院のおおよその予定について情報を得る様にしましょう。帰院後の疲労感有無も観察していきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・佐々木　康子様～明日ご家族とランチ外出に行く予定です。現在母様が入院生活となっているので、現状をご家族より聞いて本人に伝え、不安を軽減していきましょう。電話は制限は無いがご家族にいつかけていいのかについても確認、本人へも伝えていきましょう。帰院後、ご家族から外出時の様子や不安感有無等の情報を得る様にしていき、帰院後の睡眠状況や疲労感有無に対し確認していきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・浅野　秀子様～ウブレチド（5）2Ｔから1Ｔ変更となりました。理由としては、ミリ数によって突然死の可能性となる為減薬しています。来週の定期薬をセットするスタッフは再度処方内容と薬包確認して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜ＳＳＴミーティング＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａグループ～日常生活での会話の振り返りで出来た所、出来なかった所を参加者へ聞いています。挨拶は出来ていたが会話が出来なかったとの事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｂグループ～日常生活での会話の振り返りで良かった点、悪かった点を参加者へ聞き会話中のタイミングが解らなかったととの事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｃグループ～日常生活での会話の振り返りで良かったこと、悪かったことを聞いています。良かった事は自主的に会話が出来ていたとの事。参加中に周囲を巻き込む内容をスタッフに発言する方に退場していい事を伝えると「いやだ」と言い最後まで参加されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄグループ～日常生活での会話の振り返りで出来た事、出来なかった事を聞き会話が続かないや話題に欠けて話せなかった等の意見が聞かれロールプレイに繋げて言葉のキャッチボールを事例で行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※総合的に挨拶は、出来ていますが会話を続ける事が困ったなどの意見が聞かれていたので、会話についての課題を練習していくことが必要と検討し次回の練習を決めました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

明日の練習は

Ａ・Ｂグループ～課題をだして頂き言葉のキャッチボール3回程行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｃ・Ｄグループ～話題を見つけて言葉のキャッチボールを行う。
＜猪股Ｄｒケース検討＞

・五日市　規様～3／17日勤の申し送り時間に本人より「私の事を無視しているって本当ですか」と聞いたり、同日の準夜帯では独語ある為、声掛けにはぐらかして鳩山邦夫が自民党離党の話をしています。今後も、幻聴に左右された発言時は傾聴し現実検討を促す様に関わっていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・駒木　洋士様～就床前薬を早く服用する様になりました。理由について、早く寝て決まった時間に起きれる様になりたいとの事でした。単身生活に向けて前向きになり、自分なりに考え行動する様になっています。ご家族も協力も得られている為、この状況を続ける様に関わり、意欲低下しない様に観察していきましょう。

・沢田　三朗様～単独外出訓練はまだ何回か必要と考えます。理由としては、スタッフと一緒に出かけている時、信号機を見方が不十分で危険な為です。服薬自己管理は問題なく行っているので、今後ステップアップして行く方向です。

・中野渡　鉄男様～言葉を繋げて話せる事は、ケアプランとして服薬時間に声掛け

して練習していき、徐々に言葉が繋がっていますが、まだSST

の場でも練習が必要です。スタッフ側から感想を伝えずに患者

様より感想を聞く事で素直に振り返ることできているので協力

をお願いします。現在、洗面不十分あると意見が聞かれている

ので、朝の服薬時間に洗面した事をスタッフに伝える事を担当

スタッフは話し合い検討していきましょう。
































































